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製品概要

インストールとアンインストール

ドライバーの設定

TM Virtual Port Driverの特徴や動作環境を説明してい
ます。

TM Virtual Port Driver のインストールとアンインス
トール方法を説明しています。

TM Virtual Port Driver の設定方法を説明しています。

Windows API

使用可能なWindows API を説明しています。

シリアル信号エミュレーション

シリアル信号エミュレーションを説明しています。

トラブルシューティング

問題発生時の対応方法を説明しています。

制限事項

制限事項を記載しています。
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ご注意
 本書の内容の一部または全部を無断で転載、複写、複製、改ざんすることは固くお断りします。
 本書の内容については、予告なしに変更することがあります。最新の情報はお問い合わせください。
 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなど、お気づ
きの点がありましたらご連絡ください。 

 運用した結果の影響については、上項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。
 本製品がお客様により不適切に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはエプソンおよ
びエプソン指定の者以外の第三者により修理・変更されたことなどに起因して生じた損害などにつきまして
は、責任を負いかねますのでご了承ください。

 エプソン純正品およびエプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着してトラブルが発生した
場合には、責任を負いかねますのでご了承ください。

商標について
EPSON、EXCEED YOUR VISION、およびESC/POSはセイコーエプソン株式会社の登録商標です。
Microsoft®、Windows®、Windows Vista®、Windows Server® は米国Microsoft Corporation の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。
その他の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。

ESC/POS®コマンドシステム
EPSON は、独自の POS プリンターコマンドシステム、ESC/POS により、業界のイニシアチブをとって
きました。ESC/POS は特許取得済みのものを含む数多くの独自のコマンドを持ち、高い拡張性で多才なPOS
システムの構築を実現します。ほとんどの EPSON POS プリンターとディスプレイに互換性を持つほか、こ
の独自の制御システムにはフレキシビリティーもあるため、将来アップグレードが行いやすくなります。その
機能と利便性は世界中で評価されています。

© Seiko Epson Corporation 2006-2017. All rights reserved.
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安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってくださ
い。

使用制限
本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・
精度などにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼
性および安全維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご
配慮いただいた上で当社製品をご使用いただくようお願いいたします。
本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、きわめて高い信頼性・安全性が必
要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分
ご確認の上、ご判断ください。

ご使用上、必ずお守りいただきたいことを記載しています。この表示を無視して誤った取り扱い
をすると、製品の故障や動作不良の原因になる可能性があります。

補足説明や知っておいていただきたいことを記載しています。

注意

参考
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本書について

本書の目的

本書は、TM Virtual Port Driver Ver.8 の使用に必要な情報や、TMシステムの開発者、設置時に必要な情報    
を提供することを目的としています。

本書の構成

本書は次のように構成されています。

第 1章  製品概要

第2章  インストールとアンインストール

第3章  ドライバーの設定

第4章  Windows API

第 5章  シリアル信号エミュレーション

第6章  トラブルシューティング

第7章  制限事項
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第1章    製品概要    

1

製品概要
本章では、TM Virtual Port Driver Ver.8（以降本ドライバー）の特長や動作環境について説明します。

特長
本ドライバーは、シリアル / パラレルインターフェイスの TM プリンターを、USB/Ethernet インターフェ
イスの TMプリンターに置き換えるための、仮想ドライバーです。
シリアル/パラレルインターフェイスのTMプリンターに出力していたアプリケーションを変更することなく、
USB / Ethernet インターフェイスのTM プリンターに出力することができます。
APD *1 や UPOS *2 などのドライバーと共存して、TMプリンターを共有できます。
*1 APD (EPSON Advanced Printer Driver Ver.5 、EPSON Advanced Printer Driver Ver.4 の総称で           
す )
*2 UPOS (EPSON OPOS ADK、EPSON OPOS ADK for .NET の総称です ) 

本ドライバーには、以下の特長があります。
 シリアル / パラレルポートからの印刷データを、USB/Ethernet ポートのプリンターに変換して出力しま
す。

 Y 接続 / パススルー接続で TM プリンターとカスタマーディスプレイを接続しているシステムのアプリ   
ケーションを変更しないで、 USB インターフェイスのプリンターに置き換えることができます。パスス  
ルー接続の場合は Y 接続に移行します。35ページ「パススルー接続からY接続に移行 - USB」を参照し    
てください。

 TM プリンターの故障などで別の TMプリンターに交換した場合でも、本ドライバーが自動検出して設定し 
直すため、ドライバーやアプリケーションの再設定が不要です。 
別の TMプリンターは、同一機種 /互換機種に限ります。

無線 LANインターフェイスの TMプリンターは使用できません。

コンピューター

TM Virtual Port Driver

アプリケーション

シリアル /パラレルシリアル /パラレル

USB Ethernet

モジュラー
ケーブル

参考
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 本ドライバーを使用してESC/POSコマンドで直接制御しているシステムと、APDやUPOSを使用してい
るシステムを、1 つのコンピューターにインストールして共存して利用が可能です。インストール時には、
本ドライバーの設定が必要です。APD/UPOSは設定不要です。

 本ドライバーを使用してESC/POSコマンドで直接制御しているアプリケーションと APD/UPOS を使用  
しているアプリケーションで、1台の TM プリンターやカスタマーディスプレイを共有して使用できます。
ただし、片方のアプリケーションのポートがクローズしていないと、もう片方のアプリケーションからの印
刷は受け付けられません。

 アプリケーション側でシリアル信号線を制御している場合でも、アプリケーションを変更せずに USBイン 
ターフェイスのTMプリンターとカスタマーディスプレイに置き換えられます。（シリアル信号線エミュレー
ション機能）

 コンピューターに EpsonNet Config がインストールされていると、Virtual Port Driver の設定画面から、   
TMプリンターの IPアドレスを設定できます。
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第1章    製品概要    

1

動作環境

OS

 Windows 10 (32 bit / 64 bit)
 Windows 8.1 (32 bit / 64 bit)
 Windows 8 (32 bit / 64 bit)
 Windows 7 SP1 (32 bit / 64 bit)
 Windows Vista SP2 (32 bit / 64 bit)
 Windows XP SP3 (32 bit)
 Windows Server 2016 (64 bit)
 Windows Server 2012 R2 (64 bit)
 Windows Server 2012 (64 bit)
 Windows Server 2008 R2 SP1
 Windows Server 2008 SP2 (32 bit / 64 bit)
 Windows Server 2003 R2 SP2 (32 bit)
 Windows Embedded for Point of Service 
 Windows Embedded POSReady 2009

USB環境

USBドライバースタック
マイクロソフト製 (OS標準 ) のドライバースタックをお使いください。

最大接続台数
最大USBケーブル長5 m
最大USBハブ数5段

USB2.0 規格に適合しているUSB ケーブル、USBハブを使用してください。
参考
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Ethernet 環境

 10/100 Base-T

共存できるドライバー

 EPSON Advanced Printer Driver Ver.4.50 以降
 EPSON Advanced Printer Driver Ver.5
 EPSON OPOS ADK Ver.2.68 以降
 EPSON OPOS ADK for .NET Ver.1.11.20 以降

無線 LANはサポートしていません。
参考
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第1章    製品概要    

1

ドライバー仕様

仮想ポート

割り当てられるインターフェイスとポート

 USB
 Ethernet ( 無線 LANインターフェイスは除く )
 ESDPRTポート (APD/UPOSの場合 )

TMプリンター

 USB / Ethernet インターフェイスのエプソン製 TMプリンター

USBインターフェイスのTMプリンター
プリンタークラスの TMプリンターは、APDまたはUPOSがインストールされていない環境では使用できま
せん。

インターフェイス ポート
シリアル COM1～32
パラレル LPT1～ 8

TM-Cシリーズ、TM-S1000は設定できません。

APD/UPOSのインストール USBクラス 本ドライバーの使用
インストール済み プリンタークラス 可能

ベンダークラス 可能
インストールされていない プリンタークラス 不可能

ベンダークラス 可能

USBクラスの変更方法は、各プリンターの詳細取扱説明書を参照してください。

参考

参考
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カスタマーディスプレイ

 エプソン製カスタマーディスプレイ

カスタマーディスプレイの接続

パススルー接続
パススルー接続からY接続に変更することで、USBインターフェイスの TMプリンターに置き換えることが
できます。アプリケーションは変更不要です。

Y接続
カスタマーディスプレイの接続については、TMプリンターの詳細取扱説明書を参照してください。

アプリケーション

 ESC/POSコマンドでプリンターを直接制御するアプリケーション

USB
カスタマーディスプレイの
モジュラーケーブル

シリアル シリアル

USB
カスタマーディスプレイの
モジュラーケーブル

USB
カスタマーディスプレイの
モジュラーケーブル
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第1章    製品概要    

1

OSによる違い
本書では OS によって記載内容が異なる場合があります。以下を参照してください。

項目 説明
画面の説明 本書ではWindows Vista の画面で説明をしています。 

他のOSをご使用の場合は、読み換えてお使いください。
アンインストール Windows 10 

[ スタート ] - [ 設定 ] - [ アプリ ]( または [ システム ]) - [ アプリと機能 ]
Windows 8.1/ Windows 8 
[ デスクトップ ] - サイドバー [ 設定 ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンイン      
ストール ]
Windows 7  
[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンインストール ]
Windows Vista 
[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンインストール ]

プリンタ Windows 10
[ スタート ] ‒ [ コントロールパネル ] ‒ [ ハードウェアとサウンド ] ‒ [ デバイスとプリン      
ターの表示 ]
または
[ スタート ] ‒ [ 設定 ] ‒ [ デバイス ] ‒ [ プリンターとスキャナー ]
Windows 8.1/ Windows 8
[ デスクトップ ] ‒ [ 設定］－［コントロールパネル ] ‒ [ ハードウェアとサウンド ]（また    
はハードウェア） ‒ [ デバイスとプリンターの表示 ]
Windows 7
[ スタート ] - [ コントロールパネル ] -［ハードウェアとサウンド］ ‒ [ デバイスとプリン     
ターの表示 ]
Windows Vista
[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ ハードウェアとサウンド ] ‒ ［プリンタ］
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第2章    インストールとアンインストール    

2

インストールとアンインストール
本章では、本ドライバーのインストールおよびアンインストールについて説明します。
本ドライバーから TM プリンターの IP アドレスを設定する場合は、EpsonNet Config をインストールして 
ください。

ドライバーのインストール

1 TMVirtualPortDriverxxx.exe をダブルクリックしインストーラーを起動します。
" ユーザーアカウント制御 " 画面が表示された場合、[ 続行 ] ボタンをクリックしてください。

2 "EPSON TM Virtual Port Driver Ver.x.xx - InstallShield Wizard" 画面が表示され        
ます。インストールで使用する言語を選択し、[ OK ] ボタンをクリックします。

3 "EPSON TM Virtual Port Driver Ver.x.xx セットアップへようこそ "画面が表示され     
ます。[ 次へ ] ボタンをクリックします。

4 "使用許諾契約"画面が表示されます。内容を確認して[使用許諾契約の全条項に同意しま
す ]を選択し、[次へ ] ボタンをクリックします。

5 "インストール準備の完了"画面が表示されます。[インストール]ボタンをクリックします。

Administrator 権限でインストールしてください。

すでにTM Virtual Port Driver Ver.5.xx または TMCOMUSB Serial Emulation Driver がイ       
ンストールされている場合、これらのドライバーは1度アンインストールされて、本ドライバー
がインストールされます。そのため、 複数のプリンターを、APD / UPOS ドライバーと共存し   
て使用していた場合、仮想ポー トの設定が消えてしまいます。本ドライバーをインストール後、 
31ページ「APD / UPOSとの共存 - Ethernet / USB」を参考にポートを再設定してください。 
APD / UPOSドライバーと共存して使用していない場合は、設定は引き継がれます。

参考

注意
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6 以下の画面が表示された場合、[後で再起動する ]ボタンをクリックしてください。

7 "InstallShield Wizard の完了 " 画面が表示されます。[完了 ]ボタンをクリックします。 
コンピューターの再起動が要求された場合、[はい、今すぐコンピューターを再起動しま
す。]を選択し、[完了 ]ボタンをクリックします。

8 インストールが終了し、Port Assignment Tool が起動します。Port Assignment   
Tool が起動した際、ポート番号の項目に が表示された場合、メニューから [表示 ]-[ 表
示の更新 ]を実行してください。
コンピューターを再起動した場合、Port Assignment Tool は自動起動しません。

以上でドライバーのインストールは終了です。3章「 ドライバーの設定」を参照して、仮想ポートを設定して 
ください。

この段階でコンピューターを再起動すると、インストールが完了しないことがあるため、 
必ず [ 後で再起動する ]を選択してください。注意
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第2章    インストールとアンインストール    

2

ドライバーのアンインストール

1 コンピューター上で起動しているすべてのアプリケーションを終了してください。

2 [スタート] - [コントロールパネル] - [プログラムのアンインストール] - [EPSON TM       
Virtual Port Driver Ver.x.xx] を選択します。[アンインストール ]をクリックします。
OSによる違いは13ページ「OSによる違い」を参照してください。
“ユーザーアカウント制御”画面が表示された場合、[ 続行 ] ボタンをクリックしてください。

3 EPSON TM Virtual Port Driver のアンインストール確認画面が表示されます。[はい ]    
ボタンをクリックします。

4 EPSON TM Virtual Port Driver のアンインストールが開始されます。

5 "アンインストール完了"画面が表示されます。[完了] ボタンをクリックするとアンインス 
トールが完了します。
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APDや UPOSをアンインストールした場合
APD や UPOS と共存していた場合、APD や UPOS をアンインストールすると、本ドライバーの設定を変
更する必要があります。
以下の手順で設定を変更します。

1 APDやUPOSをアンインストールします。

2 Port Assignment Tool を起動します。

3 ESDPRTポートに割り当てられている仮想ポートを削除します。
36ページ「仮想ポートの削除」を参照してください。

4 デバイスを再度割り当てます。
23 ページ「自動デバイス割り当て - USB」または、28 ページ「手動デバイス割り当て - Ethernet」  
を参照してください。
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第2章    インストールとアンインストール    

2

サイレントインストール
サイレントインストールとは、ダイアログの表示なしに本ドライバーのインストールと、ポートを設定する機
能です。アプリケーションのインストーラーに、本ドライバーのインストーラーを組み込むことで、アプリ
ケーションをインストールする際に、本ドライバーもインストールさせることができます。

1 コンピューターにTMプリンターが接続されていないことを確認します。

2 以下のように起動オプションをつけて、本ドライバーのインストーラーを実行します。 
TMVirtualPortDriverXXXa.exe -s1 -TM:COM3
インストールに関する起動オプションは以下のようになっています。

 Windows 7以降の場合、UACのダイアログが表示されてオペレーターの操作が必要になるた 
め、完全なサイレントインストールにはなりません。

 Windows Vista / Windows Server 2008 はサイレントインストール時に、"-s1" オプショ      
ンのみ指定し実行してください。 コンピューター再起動のメッセージが表示されたら、コン 
ピューターを再起動し、3章「 ドライバーの設定」を参照して仮想ポートを設定してください。 
Port Assignment Tool が起動した際、ポート番号の項目に が表示された場合、メニュー  
から [ 表示 ]-[ 表示の更新 ]を実行してください。

起動オプション 説明
-S1 サイレントインストールを実行します。

本インストーラーより新しいバージョンのTM Virtual Port Driverがインス   
トールされていた場合、インストールせずに、エラーで終了します。

-TM:COM[Port No] TM プリンター用の自動アサインポートまたは ESDPRT ポートを指定しま
す。
指定できるポート
 COM : COM1～COM32
 LPT :  LPT1～ LPT8
 ESDPRT : 3 桁の整数で指定 
（使用するTMプリンターに割り当てられるポート番号）
例1： 自動アサインポートの指定

-TM:COM2
例2： ESDPRTポートの指定

-TM:COM2 -TM:ESDPRT001
自動デバイス割り当て機能を使用しない場合、-TM オプションを指定しませ
ん。その場合、TM Virtual Port Driver インストール後に ”Port Assign-    
ment Tool”を使用してポート設定をします。

-TM:LPT[Port No]
-TM:ESDPRT[Port No]

-DM:COM[Port No] カスタマーディスプレイ用の自動アサインポートまたはESDPRTポートを指
定します。
指定できるポート
 COM : COM1～COM32
 LPT :  LPT1～ LPT8
 ESDPRT : 3 桁の整数 
（使用するカスタマーディスプレイに割り当てられるポート番号）
例1： 自動アサインポートの指定

-TM:COM2 -DM:COM3
例2： ESDPRTポートの指定

-TM:COM2 -TM:ESDPRT001 -DM:COM3 -DM:ESDPRT002
DMオプション指定時には、必ず -TMオプションも指定します。
TMと同じポート番号を指定することはできません。

-DM:LPT[Port No]
-DM:ESDPRT[Port No]

注意
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-TMDM TM プリンター用ポートとカスタマーディスプレイポートを 1 つのポートに
設定します。
例1： 自動アサインポートの指定

-TM:COM2 -DM:COM2 -TMDM
例2： ESDPRTポートの指定

-TM:COM2 -TM:ESDPRT001 -DM:COM3 -DM:ESDPRT001 -    
TMDM

-TM/DM：COM[Port No] のみ指定した場合、-TM：COM[Port No] で指  
定したポートが結合ポートとして設定されます。

インストーラーのエラーコードは 22ページ「サイレントインストール / アンインストール時の
エラーコード」を参照してください。

起動オプション 説明

参考
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第2章    インストールとアンインストール    

2

サイレントアンインストール
以下のようなコマンドを実行すると、ダイアログの表示なしに本ドライバーをアンインストールできます。

＞ TMVirtualPortDriverXXXa.exe -u1
アンインストールに関する起動オプションは以下のようになっています。

Windows 7 以降の場合、UAC のダイアログが表示されるため、完全なサイレントアンインス 
トールにはなりません。

起動オプション 説明
-u1 サイレントアンインストールを実行します。
-u3 サイレントクリーンアンインストールを実行します。 

関連するドライバーおよびレジストリーを削除します。インストールもアンインス
トールもできない場合に使用してください。 

インストーラーのエラーコードは 22ページ「サイレントインストール / アンインストール時の
エラーコード」を参照してください。

注意

参考
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サイレントインストール /アンインストール時のエ
ラーコード

コード 説明
0 正常終了
102 サポートされていないOSで本インストーラーを起動した
104 Administrator 権限を持っていないユーザーがインストーラーを起動した
105 TM Virtual Port Driver が COM/LPTポート使用中にインストーラーを起動した
106 -TM:COM[xx] と、-DM:COM[xx] に同じCOMポートを指定した

-TM:LPT[xx] と、-DM:LPT[xx] に同じ LPTポートを指定した
107 -TM:COM[xx] の指定なしに、-DM:COM[xx] を指定した

-TM:LPT[xx] の指定なしに、-DM:LPT[xx] を指定した
108 新しいバージョンのTM Virtual Port Driver がインストールされていた
109 Port Assiginment Tool が起動している
110 ユーザーズマニュアルまたはReadMeが開いている
200 インストールに失敗した
207 COM/LPTポートが競合しており、TMプリンターへ自動割り当てができなかった
208 COM/LPTポートが競合しており、カスタマーディスプレイへ自動割り当てできなかった
209 ポートの設定に失敗した
300 アンインストールに失敗した (サービスの削除など )
306 アンインストールに失敗した
500 再起動が必要
1001 その他内部エラー
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3

ドライバーの設定
本章では、本ドライバーの設定方法について説明します。
 TMプリンター (およびカスタマーディスプレイ )が 1台の場合 
(23ページ「自動デバイス割り当て - USB」を参照 )

 TMプリンターが複数ある場合 
(26ページ「手動デバイス割り当て - USB」を参照 )

 TM プリンターが Ethernet インターフェイスの場合 
(28ページ「手動デバイス割り当て - Ethernet」を参照 )

 APD / UPOSと共存させる 
(31ページ「APD / UPOSとの共存 - Ethernet / USB」を参照 )

 TMプリンターとカスタマーディスプレイのY接続、パススルー接続 
(33ページ「ポートの共有 (Y接続 ) - USB」、35ページ「パススルー接続からY接続に移行 - USB」を参照 )

自動デバイス割り当て - USB
TM プリンターを 1 台のみ使用する場合、または TM プリンターとカスタマーディスプレイを 1 台ずつ使用
する場合は、自動デバイス割り当て機能を使用してポートの設定を行います。複数のTMプリンターを同時に
使用したい場合、26ページ「手動デバイス割り当て - USB」を参照してください。

ここでは、アプリケーションのCOM2に TMプリンター、COM3にカスタマーディスプレイが設定されてい
る場合、仮想ポートCOM2にUSBインターフェイスの TMプリンター、COM3にカスタマーディスプレイ
を設定する手順を説明します。

1 TMプリンターの電源を切り、コンピューター上で起動しているすべてのアプリケーショ
ンを終了してください。

2 [ スタート ] - [ すべてのプログラム ] - [EPSON] - [TM Virtual Port Driver] - [Port               
Assignment Tool] を選択します。
" ユーザーアカウント制御 " 画面が表示された場合、[続行 ] ボタンをクリックしてください。
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3 "EPSON TM Virtual Port Assignment Tool" 画面が表示されます。TMプリンター用     
のポートを設定します。アプリケーションのプリンターポート (COM2) を選択し、[ポー
トの設定 ]ボタンをクリックします。

4 ポートの設定画面が表示されます。[USB] ボタンをクリックします。 
[ このポートに、最初に認識したデバイスを自動的に割り当てます。]を選択し、[TMプ
リンター用ポート ]を選択します。[OK] ボタンをクリックします。

5 ポートにプリンターのアイコンのデバイスが割り当てられたことを確認します。
カスタマーディスプレイ用ポートを設定しない場合は、手順9へ進みます。
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第3章    ドライバーの設定    

3

6 次に、カスタマーディスプレイ用のポートを設定します。アプリケーションのカスタマー
ディスプレイ用ポート (COM3) を選択し、[ポートの設定 ]ボタンをクリックします。

7 ポートの設定画面が表示されます。[USB] ボタンをクリックします。[このポートに最初
に認識したデバイスを自動的に割り当てます。] を選択し、[ カスタマーディスプレイ用
ポート ]を選択します。[OK] ボタンをクリックします。

8 ポートにカスタマーディスプレイのアイコンのデバイスが割り当てられたことを確認し
ます。

9 デバイスを割り当てたら[終了]ボタンをクリックし、Port Assignment Toolを終了し  
ます。

これで仮想ポートCOM2にUSBインターフェイスの TMプリンター、COM3にカスタマーディスプレイが
設定されました。
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手動デバイス割り当て - USB
複数の TM プリンターを同時に使用する場合、Port Assignment Tool を使用して手動でデバイスを割り当  
てます。 
（COM/LPT ポートにデバイスのUSBシリアルナンバーを関連付けます。）

ここでは、アプリケーションのCOM2に TMプリンターが設定されている場合、仮想ポートCOM2にUSB
インターフェイスの TMプリンターを設定する手順を説明します。以下の手順で設定します。

1 カスタマーディスプレイをTMプリンターに接続し、電源を入れます。使用するTMプリ
ンターをすべてUSBケーブルでコンピューターに接続し、電源を入れます。 
コンピューター上で起動しているすべてのアプリケーションを終了してください。

2 [ スタート ] - [ すべてのプログラム ] - [EPSON] - [TM Virtual Port Driver] - [Port               
Assignment Tool] を選択します。
" ユーザーアカウント制御 "画面が表示された場合、[続行 ] ボタンをクリックしてください。

3 "EPSON TM Virtual Port Assignment Tool" 画面が表示されます。アプリケーション     
のプリンターポート (COM2) を選択し、[ポートの設定 ]ボタンをクリックします。
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3

4 ポートの設定画面が表示されます。[USB]ボタンをクリックします。[このポートとUSB
シリアル番号を関連付けてデバイスを割り当てます。]を選択し、デバイスを選択します。
[OK] ボタンをクリックします。
接続したデバイスが表示されない場合、[ キャンセル ]ボタンをクリックします。"EPSON TM Virtual  
Port Assignment Tool" 画面に戻り、[表示 ]-[ 表示を更新 ]をクリックしてください。

5 ポートに指定したデバイスが割り当てられたことを確認します。
これで、仮想ポートCOM2にUSBインターフェイスの TMプリンターが設定されました。

6 複数のポートを割り当てる場合、手順3～5を繰り返します。設定終了後、[終了 ] ボタン
をクリックし、Port Assignment Tool を終了します。
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手動デバイス割り当て - Ethernet
Ethernet インターフェイスの TMプリンターを使用する場合、Port Assignment Tool を使用して手動でデ  
バイスを割り当てます。
TMプリンターの IPアドレスはあらかじめ設定するか、本ドライバーから設定してください。
IPアドレスは、自動 (DHCP) と [192.168.192.168] は使用できません。
ここでは、アプリケーションの COM2 に TM プリンターが設定されている場合、仮想ポート COM2 に
Ethernet インターフェイスの TMプリンターを設定する手順を説明します。以下の手順で設定します。

1 TMプリンターをネットワークに接続し、電源を入れます。 
コンピューター上で起動しているすべてのアプリケーションを終了してください。

2 [ スタート ] - [ すべてのプログラム ] - [EPSON] - [TM Virtual Port Driver] - [Port               
Assignment Tool] を選択します。
" ユーザーアカウント制御 "画面が表示された場合、[続行 ] ボタンをクリックしてください。

3 "EPSON TM Virtual Port Assignment Tool" 画面が表示されます。アプリケーション     
のプリンターポート (COM2) を選択し、[ポートの設定 ]ボタンをクリックします。
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4 ポートの設定画面が表示されます。[Ethernet] ボタンをクリックします。
 プリンターのIPアドレスを設定する場合：[プリンターのIPアドレス変更]ボタンをクリックし
ます。手順5に進んでください。

 プリンターの IP アドレスが設定済みの場合：手順6に進んでください。

5 EpsonNet Config が起動します。IPアドレスを設定してください。設定後、
EpsonNet Config を終了し、手順6に進みます。

6 ポートを設定します。IPアドレスの値をテキストボックスに入力するか、リストからプリ
ンターを選択します。リストからプリンターを選択するとIPアドレスの値がテキストボッ
クスに入力されます。[OK] ボタンをクリックします。
リストにプリンターが表示されない場合、[検索 ] ボタンをクリックしてください。
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7 アプリケーションのプリンターポート (COM2)に指定したデバイスが割り当てられたこ
とを確認します。
これで、仮想ポートCOM2に Ethernet インターフェイスの TMプリンターが設定されました。

8 複数のポートを割り当てる場合、手順3～6を繰り返します。設定終了後、[終了 ]ボタン
をクリックし、Port Assignment Tool を終了します。
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APD / UPOSとの共存 - Ethernet / USB
APD/UPOSなどのドライバーと ESC/POSコマンド制御のシステムを共存させる場合は、ESC/POSコマ
ンド制御のシステム側で本ドライバーを使用して、仮想ポートを設定します。
 ドライバーのシステムに、ESC/POSコマンド制御のシステムをインストールする場合 : 
プリンターポートは ESDPRTポートになっています。本ドライバーで、仮想ポートに ESDPRTポートを
割り当てます。

 ESC/POSコマンド制御のシステムに、ドライバーのシステムをインストールする場合 : 
本ドライバーインストール時は、プリンターのインターフェイスのポートになっていますが、ドライバーの
システムをインストールすると、プリンターポートは ESDPRTポートに変更されます。そのため本ドライ
バーで、仮想ポートにESDPRTポートを割り当てます。

ここでは、仮想ポートCOM2に ESDPRTポート ESDPRT001を割り当てる手順を説明します。 
以下の手順で、仮想ポートにESDPRTポートを割り当てます。

1 APD / UPOSがインストールされていることを確認し、[スタート ]-[ コントロールパネ  
ル ]-[ ハードウェアとサウンド ]-[ プリンタ ] から、プリンターキューのポートが
ESDPRT001になっていることを確認します。
OSによる違いは13ページ「OSによる違い」を参照してください。

2 TMプリンターの電源を切り、コンピューター上で起動しているすべてのアプリケーショ
ンを終了してください。

3 [ スタート ] - [ すべてのプログラム ] - [EPSON] - [TM Virtual Port Driver] - [Port               
Assignment Tool] を選択します。
" ユーザーアカウント制御 " 画面が表示された場合、[続行 ] ボタンをクリックしてください。

4 "EPSON TM Virtual Port Assignment Tool" 画面が表示されます。アプリケーション     
のプリンターポート (COM2) を選択し、[ポートの設定 ]ボタンをクリックします。
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5 ポートの設定画面が表示されます。仮想ポートに割り当てるESDPRTポートを選択しま
す。[OK] ボタンをクリックします。

6 ポートに指定したデバイスが割り当てられたことを確認します。
これで、仮想ポートCOM2に ESDPRTポート ESDPRT001が割り当てられました。

7 複数のESDPRTポートを仮想ポートに割り当てる場合、手順3～5を繰り返します。設定
終了後、[終了 ]ボタンをクリックし、Port Assignment Tool を終了します。
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ポートの共有 (Y接続 ) - USB
1つのシリアルポートで、TMプリンターとカスタマーディスプレイをY字 /パススルー接続で使用していた
アプリケーションの場合に設定します。仮想ポートを割り当てた段階では、TM プリンター用ポートとカスタ
マーディスプレイ用ポートは別々のポートに設定されます。それを、ポートの共有で1つのポートに設定して
ください。設定するには以下の条件を満たす必要があります。
 TMプリンター用仮想ポートとカスタマーディスプレイ用仮想ポートが割り当てられている。
 TMプリンターのDM-Dコネクターに、カスタマーディスプレイが接続されている。 
（コンピューターに、TM プリンターとカスタマーディスプレイを別々に接続した場合、1 つのポートには
できません。）

以下の手順で、ポートを1つにします。

1 Port Assignment Toolを起動し、TMプリンター用仮想ポートとカスタマーディスプレ  
イ用仮想ポートを割り当てます。
TMプリンター用仮想ポートとカスタマーディスプレイ用仮想ポートを割り当て方法は、23ページ「自
動デバイス割り当て - USB」、26ページ「手動デバイス割り当て - USB」、31ページ「APD / UPOS    
との共存 - Ethernet / USB」を参照してください。

2 TMプリンター用の仮想ポートを選択し、[ポートの設定 ]ボタンをクリックします。

あらかじめ、今までのY接続で使用していたシリアルケーブルの種類を確認してください。特殊
なポート制御をしている場合は、各信号の仕様を確認してください。参考
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3 ポートの設定画面が表示されます。[カスタマーディスプレイポートの設定]タブを選択し
ます。[1つのポートにする ]を選択します。

4 [ シリアル信号線の設定 ] タブを選択し、ケーブルの種類を [ケーブルの結線]から選択し    
て設定します。特殊な使い方をしている場合は、カスタム設定で設定してください。設定
後、[OK] ボタンをクリックします。

5 ポートに指定したデバイスが割り当てられたことを確認します。[終了]ボタンをクリック
し、Port Assignment Tool を終了します。
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パススルー接続からY接続に移行 - USB
パススルー接続の環境で、TMプリンターをシリアルからUSBに移行するには、以下の手順で移行します。

1 デバイスを接続し直します。
デバイスを以下の用に接続してください。

2 仮想ポートドライバーを割り当てます。
TM プリンター用仮想ポートとカスタマーディスプレイ用仮想ポートを、1 つのポートに割り当てる必
要があります。33ページ「ポートの共有 (Y接続 ) - USB」を参照して設定してください。

3 シリアル信号線を設定します。
シリアル通信で使用していたケーブルの結線と接続方法を確認して、Port Assignment Tool で設定  
します。43ページ「ドライバーの設定」を参照してください。

シリアル シリアル

USB
カスタマーディスプレイの
モジュラーケーブル
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仮想ポートの削除
1個の仮想ポートを削除する場合、削除するポートを選択し、[削除 ] ボタンをクリックします。

すべての仮想ポートを削除する場合、[ポート設定 ]-[COM/LPT ポートを全て削除 ]を選択します。
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Windows API
本章では、使用可能なWindows API について説明します。

シリアル通信
シリアル通信で使用する Win32 API は一部を除きそのまま使用できます。
Win32 API の使い方はマイクロソフトから提供されるMSDNを参照してください。

Win32 API のサポート一覧

 Win32 API 
詳細は、Win32 API の仕様を確認してください。以下にAPI を使用する際の追加情報を記載します。

Win32 API 説明
CreateFile CreateFile() に指定するポート名は、 

"￥￥￥￥.￥￥COM1" ～ "￥￥￥￥.￥￥COM32" を指定します。
WriteFile ESDPRT ポートを使用している場合、指定したタイムアウト時間から最大 5

秒遅れることがあります。
ReadFile
CloseHandle
DeviceIoControl
CancelIo 非同期 IO用 

プリンターがオンラインの場合、CancelIo を実行してもキャンセルされませ
ん。

WriteFileEx/ ReadFileEx/ 
SleepEx

非同期 IO用

FileIOCompletionRoutine 非同期 IO用
転送エラーが発生したかどうかを確認するには、送信バイト数と転送バイト数
（dwNumberOfBytesTransfered）を確認してください。

GetOverlappedResult 非同期 IO用
WaitForSingleObject 非同期 IO用
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 Communication API 
以下に使用できるWin32 API を記載します。

Communication API
BuildCommDCB GetCommModemStatus SetCommMask
BuildCommDCBAndTimeouts GetCommProperties SetCommState
ClearCommBreak GetCommState SetCommTimeouts
ClearCommError GetCommTimeouts SetDefaultCommConfig
CommConfigDialog GetDefaultCommConfig SetupComm
EscapeCommFunction PurgeComm TransmitCommChar
GetCommConfig SetCommBreak WaitCommEvent
GetCommMask SetCommConfig

 Windows 10 
異常なパラメーターで呼び出すとエラーが戻ってきます。

 Windows 8.1/ Windows 8/ Windows 7/ Windows Vista/ Windows XP 
異常なパラメーターで呼び出しても、エラーにならずに正常で戻ってきますが、設定はされま
せん。

参考
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シリアル通信とフロー制御

DCB構造体のボーレート、パリティー、バイトサイズ、ストップビット等はどの値でもUSB通信には影響し
ませんが、定義範囲内の値を指定しないと関数はエラーとなります。
 フロー制御を「ハードフロー」に設定する場合 
DCB 構造体の各メンバを以下のように指定し、SetCommStatus() を呼びます。 
fOutxCtsFlow = TRUE; 
fOutxDsrFlow = TRUE;

 フロー制御を「なし」に設定する場合 
DCB 構造体の各メンバを以下のように指定し、SetCommStatus() を呼びます。デバイスにエラー解除 
コマンドを送る場合など、BUSY 時にリアルコマンドを送る必要がある時は、一時的にこの設定にしてく
ださい。 
fOutxCtsFlow = FALSE; 
fOutxDsrFlow = FALSE;

 フロー制御 XON/XOFF には対応していません。

スキャナー画像受信について

スキャナー画像データを受信する場合は、一度の ReadFile() で指定する受信要求数を大きくすると受信パ
フォーマンスが向上します。例えば，ReadFile に（64K＋ 4）バイトを要求することで、TMプリンターか
ら一度に送られてくるパケットを一度で受信でき、受信パフォーマンスが良くなります。また、
SetCommTimeouts() 関数に指定する COMMTIMEOUTS 構造体の値を以下のように指定することを推奨
します。
ReadIntervalTimeout = MAXDWORD,
ReadTotalTimeoutMultiplier = MAXDWORD,
ReadTotalTimeoutConstant = 500,
WriteTotalTimeoutConstant = 0,
WriteTotalTimeoutConstant = 2000,

フロー制御なしに設定し、TM プリンターの電源が入っていない時にデータを送信した場合、実
際にはデータは送られていませんが、送信完了となります。注意
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パラレル通信
パラレル通信で使用する Win32 API がそのまま使用できます。Win32 API の使い方はマイクロソフトから     
提供されるMSDN を参照してください。
IOCTL の使い方については、WDK 付属のドキュメントを参照いただき、devioctl.h、ntddpar.h ヘッダー
ファイルを、プロジェクトにリンクしてご使用ください。

Win32API のサポート一覧

 Win32 API 
詳細は、Win32 API の仕様を確認してください。以下にAPI を使用する際の追加情報を記載します。

 Communication API 
以下に使用できるAPI を記載します。

Win32 API 説明
CreateFile CreateFile() に指定するポート名は、 

"￥￥￥￥.￥￥LPT1" ～ "￥￥￥￥.￥￥LPT8" を指定します。
WriteFile ESDPRT ポートを使用している場合、指定したタイムアウト時間から最大 5  

秒遅れることがあります。
ReadFile
CloseHandle
CancelIo 非同期 IO用 

プリンターがオンラインの場合、CancelIo を実行してもキャンセルされませ
ん。

WriteFileEx/ ReadFileEx 非同期 IO用
FileIOCompletionRoutine 非同期 IO用

転送エラーが発生したかどうかを確認するには、送信バイト数と転送バイト数
(dwNumberOfBytesTransfered) を確認してください。

GetOverlappedResult API の仕様では、タイムアウトやエラーが発生した場合にはTRUEが返ります
が、TRUE が返りません。

WaitForSingleObject 非同期 IO用
DeviceIoControl 下記の IOCTLコードをサポートします。

IOCTL_PAR_QUERY_DEVICE_ID
IOCTL_PAR_QUERY_INFORMATION
IOCTL_PAR_SET_INFORMATION

Communication API
SetCommTimeouts GetCommTimeouts

 Windows 10 
異常なパラメーターで呼び出すとエラーが戻ってきます。

 Windows XP / Vista / 7/ 8/ 8.1 
異常なパラメーターで呼び出しても、エラーにならずに正常で戻ってきますが、設定はされま
せん。

参考
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 IOCTL 
詳細は、IOCTLの仕様を確認してください。以下に IOCTL を使用する際の追加情報を記載します。

IOCTL 説明
IOCTL_PAR_QUERY_DEVICE_ID Device ID を取得できます。

DWORD nSize;
char OutBuff[256];
DeviceIoControl(hPort, IOCTL_PAR_QUERY_DEVICE_ID ,  

NULL,0,OutBuff,256,&nSize,NULL);
IOCTL_PAR_QUERY_INFORMATION APD / UPOSがインストールされていない場合、TMプリンターに  

よってはPARALLEL_PAPER_EMPTYの信号線の変化を取得でき
ない場合があります。
#define PARALLEL_PAPER_EMPTY 0x4
#define PARALLEL_POWER_OFF 0x10
#define PARALLEL_BUSY 0x40
 DWORD nSize;
 DWORD OutBuff;
 DeviceIoControl(hPort, IOCTL_PAR_QUERY_ 

INFORMATION , NULL,0, 
OutBuff,4,&nSize,NULL);

IOCTL_PAR_SET_INFORMATION INIT を指定することでハードウェアリセットを実行可能です。
DWORD nSize;
PAR_SET_INFORMATION InBuff ;
InBuff.Init = PARALLEL_INIT;
DeviceIoControl(hPort, IOCTL_PAR_SET_INFORMATION ,  
&InBuff ,  s izeof(PAR_SET_INFORMATION) , 
NULL,0,&nSize,NULL);
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シリアル /パラレル通信でのデータ送受信サンプル
コード

HANDLE hPort;  ポートのハンドル
char    cmd[128]; 送受信データ
DWORD cmdsize; 送受信データのサイズ
DWORD nSize;  送受信済みデータ数
OVERLAPPED ol;     オーバーラップ構造体のバッファー

// タイムアウトの設定を行います
COMMTIMEOUTS t;
t.ReadIntervalTimeout = MAXDWORD;
t.ReadTotalTimeoutMultiplier = MAXDWORD;
t.ReadTotalTimeoutConstant = 500;
t.WriteTotalTimeoutMultiplier = 0;
t.WriteTotalTimeoutConstant = 2000;
SetCommTimeouts( hPort, &t);

// CreateFile に　FILE_FLAG_OVERLAPPED　を指定していない場合は、
//WriteFile( hPort, cmd, cmdsize, &nSize, NULL);
//ReadFile( hPort, cmd, cmdsize, &nSize, NULL);
// を呼び出せばよい

// CreateFile に　FILE_FLAG_OVERLAPPED　を指定している場合
// オーバーラップを初期化し
ol.Offset    = 0;
ol.OffsetHigh = 0;
ol.hEvent   = CreateEvent(NULL, TRUE, FALSE, NULL);

if ( WriteFile( hPort, cmd, cmdsize, &nSize, &ol) == FALSE )// 送信の場合
//if ( ReadFile( hPort, cmd, cmdsize, &nSize, &ol) == FALSE )// 受信の場合
{

while(true)
{

if( GetLastError() != ERROR_IO_PENDING )
{

break;
}
if( GetOverlappedResult(hPort, &ol, &nSize, TRUE) == TRUE )
{

break;
}

}
}
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シリアル信号エミュレーション
本章では、シリアル信号エミュレーションについて説明します。
シリアルケーブルには、クロス結線 /インタリンク結線 /デバイスメーカー独自など、さまざまな結線のケー
ブルが存在します。
特殊なデバイス / アプリケーションによっては、シリアル信号の意味を変えて制御している場合があるため、
このような特殊なデバイス / アプリケーションに対応するため、データ送受信の信号線を除く、コンピュー
ター側への入力信号線（DCD/DSR/CTS/RI）の意味を変えられる機能が用意されています。
ポートの変化の条件をPort Assignment Tool で設定可能です。

ドライバーの設定
Port Assignment Tool を使用して設定します。以下の手順で起動します。

1 Port Assignment Tool を起動します。

2 "EPSON TM Virtual Port Assignment Tool" 画面が表示されます。設定を変更する     
ポートを選択し、[ポートの設定 ]ボタンをクリックします。
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3 ポートの設定画面が表示されます。[ シリアル信号線の設定 ] タブを選択し、45 ページ
「ケーブルの結線」を参考に設定します。設定後、[OK] ボタンをクリックします。
シリアル通信で使用していたケーブルの結線と接続方法を確認して設定してください。
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ケーブルの結線

クロスケーブル結線

通常ポート

TM/DM複合ポート　Y接続 - USB

TM/DM複合ポート　パススルー接続 - USB

信号線がONになる条件 信号線がOFFになる条件
DCD(1) 送信可能の時 送信不可の時
DSR(6) 送信可能の時 送信不可の時
CTS(8) RTS（7）出力信号線がONの時 RTS（7）出力信号線がOFF の時
RI (9) OFF固定

信号線がONになる条件 信号線がOFF になる条件
DCD(1) Y 接続で送信可能の時 Y接続で送信不可の時
DSR(6) 送信可能の時 送信不可の時
CTS(8) RTS（7）出力信号線がONの時 RTS（7）出力信号線がOFFの時
RI (9) OFF固定

信号線がONになる条件 信号線がOFF になる条件
DCD(1) パススルー接続で送信可能の時 パススルー接続で送信不可の時
DSR(6) 送信可能の時 送信不可の時
CTS(8) RTS（7）出力信号線がONの時 RTS（7）出力信号線がOFF の時
RI (9) OFF固定
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リバース・インタリンク結線

通常ポート

TM/DM複合ポート　Y接続 - USB

TM/DM複合ポート　パススルー接続 - USB

信号線がONになる条件 信号線がOFF になる条件
DCD(1) OFF固定
DSR(6) 送信可能の時 送信不可の時
CTS(8) 送信可能の時 送信不可の時
RI (9) OFF固定

信号線がONになる条件 信号線がOFF になる条件
DCD(1) OFF固定
DSR(6) 送信可能の時 送信不可の時
CTS(8) Y 接続で送信可能の時 Y接続で送信不可の時
RI (9) OFF固定

信号線がONになる条件 信号線がOFF になる条件
DCD(1) OFF固定
DSR(6) 送信可能の時 送信不可の時
CTS(8) パススルー接続で送信可能の時 パススルー接続で送信不可の時
RI (9) OFF固定
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カスタム設定

各信号線に、以下のいずれか1つの条件をポートアサインツールで設定できるようにします。
3と 4については、USBインターフェイスの TMプリンターにカスタマーディスプレイを接続し、TM/DM
複合ポートを指定したときのみ選択可能になります。

コンピューター側のピンアサイン

信号線がONになる条件 信号線がOFF になる条件
1 プリンターの電源が入っている時 プリンターの電源が入っていない時
2 送信可能の時 送信不可の時
3 Y接続で送信可能の時 Y接続で送信不可の時
4 パススルー接続で送信可能の時 パススルー接続で送信不可の時
5 受信データが存在する時 受信データが存在しない時
6 RTS（7）出力信号線がONの時 RTS（7）出力信号線がOFFの時
7 DTR（4）出力信号線がONの時 DTR（4）出力信号線がOFF の時
8 OFF固定
9 ON固定

ピン
番号 信号名 入出力 OS定義 説明

1 DCD 入力 MS_RLS
D

Date Carrier Detect キャリア検出

2 RxD 入力 Received Data 受信データ
3 TxD 出力 Transmitted Data 送信データ
4 DTR 出力 Data Terminal Ready データ端末レディ
5 SG － Signal Ground 信号用接地または共通帰線
6 DSR 入力 MS_DS

R
Data Set Ready データセットレディ

7 RTS 出力 Request To Send 送信要求
8 CTS 入力 MS_CTS Clear To Send 送信許可
9 RI 入力 MS_RIN

G
Ring Indicator 被呼表示

CASE FG － Frame Ground 保守用接地またはアース
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トラブルシューティング
本章では、問題発生時の対応方法を説明します。

症状 対応方法

TM Virtual Port Driverのポート情報   
が壊れている場合

デバイスマネージャーから EPSON COM Emulation USB Port    
(COMx)/ EPSON LPT Emulation USB Port (LPTx) を削除したり、      
過去の TMCOMUSB の COM Assignment Tool でポートの設定を  
NONEに指定したりすると、TM Virtual Port Driver のレジストリー   
情報の整合性が取れなくなることがあります。「Port Assignment 
Tool」で、エラーマークが表示されているポートを削除し、ポートへの
デバイス割り当て作業をやり直してください。

他のドライバーが使用しているCOM/
LPT ポートと競合している場合

空きポートにデバイスを割り当て直してください。
もしくは、他のドライバーの COM/LPT 設定を変更するか、他のドラ
イバーをアンインストールしてください。

物理ポートで使用しているポート番号
を仮想ポートとして使用したい場合

物理ポートがCOMポートの場合
1. デバイスマネージャーを起動します。 
UACのダイアログが表示され場合、“続行”を押してください。

2. 「ポート (COM と LPT)」より仮想ポートにしたい、物理ポートの  
プロパティを開きます。

3.プロパティの「ポート設定」タブから“詳細設定”ボタンを押します。
4. 詳細設定画面が表示されます。[COM ポート番号 ] の設定を他の番 
号に変更します。

5. Port Assignment Tool を使用して、ポートを設定します。
物理ポートが LPTポートの場合
1. デバイスマネージャーを起動します。 
UACのダイアログが表示され場合、“続行”を押してください。

2. 「ポート (COM と LPT)」より仮想ポートにしたい、物理ポートの  
プロパティを開きます。

3. プロパティの「ポート設定」タブの “LPTポート番号”の設定を、 
他の番号に変更します。

4. Port Assignment Tool を使用して、ポートを設定します。



50

Ethernet インターフェイスのプリン
ターの検索や使用ができない場合

ステータスシートを印刷し、ステータスシートに印刷されたネットワー
クの設定に誤りがないかどうか確認してください。 
 TMプリンターの IPアドレスが自動（DHCP）または
[192.168.192.168] の場合、本製品では使用できません。お使
いの環境に合わせて、必ずアドレスを変更してください。

ハブやケーブルが正常か確認します。ハブを確認し、デバイスが接続さ
れているポートのリンクランプが点灯 /点滅しているか確認してくださ 
い。リンクランプが消灯している場合、次のことを確認してください。
 他のポートに接続し、リンクランプが点灯 / 点滅するか確認します。 
 他のハブに接続し、リンクランプが点灯 / 点滅するか確認します。 
 LAN ケーブルを交換し、リンクランプが点灯 / 点滅するか確認しま   
す。  

症状 対応方法
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制限事項
本章では、制限事項を説明します。

TM Virtual Port Driver に関する制限事項
 印字中に TMプリンターの電源の投入 /切断や、ケーブルの抜き差しをしないでください。また、印字中にア
プリケーションを強制終了しないでください。システムが不安定になることがあります。

 TMプリンターの電源を切った後、ドライバーがアンロードされる時間(約5秒)待ってから電源を入れてくだ
さい。すぐに電源を入れた場合は、TMプリンターと通信ができなくなることがあります。その場合は再度
TMプリンターの電源を切り、約5秒待ってから電源を入れてください。

 デバイスの動作中は、OSの制限でコンピューターをスタンバイや休止状態へ正常に移行できない場合があ
ります。印刷アプリケーションを終了、もしくはデバイスの電源を切ってからコンピューターをスタンバイ
/休止状態にしてください。

 自動デバイス割り当てと手動デバイス割り当てを、混在して使用することはできません。
 無線 LANインターフェイスの TMプリンターは使用できません。
 複数のアプリケーションで TMプリンターを共有使用する場合、片方のアプリケーションがポートをクロー
ズしないと、もう片方のアプリケーションからの印刷を受け付けられません。

COM/LPT割り当てに関する制限事項
 他社の COM/LPT ポートに割り当てるデバイスやドライバーと 、TM Virtual Port Driver が使用する     
COM/LPTポートと競合が発生する可能性があります。COM/LPTポートの競合が発生した場合は「Port
Assignment Tool」を使用し、TM Virtual Port Driver が使用するCOM/LPTポートを割り当て直して    
ください。

 デバイスマネージャーから、EPSON COM Emulation USB Port (COMx) / EPSON LPT Emulation         
USB Port (LPTx) を削除しないでください。もし削除してしまった場合は、「COM Port Assignment    
Tool」を起動し該当するCOM/LPTポートを削除する必要があります。

インストーラー/アンインストーラーに関する制限事項
 TM Virtual Port Driver のインストーラーが動作するには、Version 4.0 以上のインターネットエクスプ     
ローラーと、Windows インストーラーVersion 2.0 以上がインストールされている必要があります。TM 
Virtual Port Driver がサポートする OS には、これらのモジュールはすでにインストール済みのため、問  
題なく動作します。

 バージョンダウンを行う場合は、インストールされているTM Virtual Port Driverをアンインストールして   
からインストールしてください。
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